




























Hitoshi yasui and Yuki yoshida （Tottori University Junior High School） : Classes of health 
education paying attention to the safety in the school life.
要旨 ― 学校生活で起こる傷害の多くは運動部の活動や体育の授業など運動中に発生してお







キーワード ―　傷害の原因， 危険予測 ・回避能力， 思考力 ・判断力
Abstract ― According to the report entitled “Prevention of accidents during the physical education 
classes in schools” by Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology, most of the 
injuries in the school life have occurred during the sports club activities or class hours of physical 
education. The situation is the same also in Tottori University Junior High School. It seems that few 
studies have been made for physical education classes focusing on the avoidance of injuries, though 
there are many studies on the classes focusing on the willingness or skills. Analyzing the causes of 
accidents or injuries and nurturing awareness for those possible dangers in our daily life are important 
for all the students. We have tried to let students discuss possible injuries that might occur in schools 
one another in the health education classes, so that students can maintain cares for the possible 
accidents and injuries on a regular basis. In this report, we will report cases of the health education 
classes conducted in Tottori University Junior High School under this policy.
Key words ― Causes of injuries, hazard anticipation. avoidance of danger, ability to think, capacity 
for judgment
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1.2　安全指導における ｢ やりくり ｣






要であるが， その 「実践力」 の中核である 「思



























本研究の対象は， 保健分野 ｢傷害の防止 ｣を
既習した 3年生 137名（男子 61名，女子 76名），









図 1. 学校現場における死亡 ・重度の障害事故 .
　　　　　　　　　　　＊数値は平成 10～ 21年度
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授業の対象学年の生徒は， 男子 65 名、 女







は？」 の問い （複数回答可） に対しては、 97
人が「記録向上」「できないことができるようになっ
た」 を挙げ最も多く、 続いて、 94 人が 「相手に
勝った」、 36 人が 「友達に認められた」、 32 人
が 「先生に認められた」、 23 人が 「技術の仕組
みが理解できた」であった。普段授業をしていて，
勝敗にこだわる生徒が多く， 競い合いやゲーム
















校 5 年生と中学校 2 年生で学習するが， 昨年
図 2. 全国と鳥大附中の傷害の状況の割合の比較 .
図 3. H29年度　けがの発生状況 （鳥大附中） .
表 1. 保健体育に対する事前アンケート .
n=258 （%）
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保健体育科のやりくり
度まで本校では後期に入ってからこの単元を
扱っていた。 図 1 ・ 2や表 1に示された生徒の
現状を踏まえ，早い段階 （6月の研究発表大会）




































予測 ・回避能力の育成につなげたい。 また図 3
のワークシートを活用し， 起こり得る傷害の事例
を考えさせることで今後の授業のみならず， 課外
活動 （部活動） や日々の生活 （昼休憩） での
意識づけを継続して行うことで傷害の防止に役
立てることを目的とする。 授業設計のポイントを







ほぼ全ての項目において ｢ そう思う ｣ ・ ｢ やや
そう思う ｣ の割合が増加した。 特に顕著な変化
が見られたのが， ｢ 保健の学習が好きだ ｣ と ｢
保健の学習は楽しい ｣の学習する上で必要不可
図 4. 保健 ｢傷害の予防 ｣　ワークシート .
表 2. 保健分野に対する事後アンケート .
n=258 （%）
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欠な内発的動機にあたる項目であった。 年度当




については， 1 年時は ｢心身の機能の発達と心












を活用し， ｢ 思考 ・ 判断 ｣する保健授業を実施
するとともに， 実際の体育の授業の中でも活用
することで 「わかる」 から 「使える」 保健学習と
なり， 意識だけでなく， 行動の変化につながっ
たのではないだろうか。
傷害の発生状況については， 図 5 に示した
通りである。 昨年度の傷害の発生状況と比較す
ると， 学校生活の中でけがをして病院に行った
生徒の総数は 101 件から 76 件と減少した。 内
訳は体育の授業でのけがで 25 件から 7 件と大
きく減，部活動でのけがは 42件から 48件に増，
体育 ・ 部活動以外でのけがが 34 件から 21 件
の減であった。
体育の授業でのけがは， バスケットボールが
3 件 （パスによる突き指， その内 1 件が骨折），
陸上競技 ： ハードル走 ・ 長距離 2 件 （捻挫，
その内 1 件が靱帯剥離）， バレーボール （突き














る。 部活動での傷害発生件数は 48 件で， 部活
動別で見ると図 5のようになった。
傷害の主な種類は， 捻挫 10 件， 骨折 7 件，
突き指 5 件， 打撲 4 件であった。 骨折箇所は









野 ｢傷害の予防 ｣ を活かした ・ 活かそうとした割
合が予想したより伸びなかったこと， 体育の授業
では意識できたことが， 部活動や日々の生活に図 5. H30年度　けがの発生状況 （鳥大附中） .
図 6. H30年度　部活動別傷害の発生件数 .
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